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母親の 育児不安と ソ - シ セ ル ･ サ ポ ー ト

加藤 恵子 ･ 小林 真

(2 001 年 8 月3 1 日受理)
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問 題

子育て は い っ の 時代で も容易で はな い と思われ るが ,

子 どもを育て て い く中 で ! 母親は様々 な不安や悩みを も

ちながらも喜びや充実感を感じて いく も の で ある｡ しか

し近年で は, 子育 てが難しくな っ て き たと いわれ て い る｡

そ の背景に は, 都市化 , 核家族化, 少子化, 地域社会と

の疎遠とい っ た社会状況の 変化が考え られる｡ そ こ から

は
, 育児 に対する)[滴己, 自信 の なさ ,

イ ラ イ ラ; 閉塞惑

が生み 出され て い る｡ そ し て ,
そ れ が極端に過重に なれ

ば
, 育児を楽しめな い , 子 どもが可愛くない と い っ た情

緒の状態を生み, 母子ともに望ま し い も の で はな い と思

われ る｡

こ う した育児に対する不安感 は, 育児不安とし て概念

化され て い る｡ 育児不安の 概念と測定を提起した牧野

(1 98 2) に よ れ ば, 育児不安 は ｢子 の 現状や将来ある い

は育児のや り方や結果に対する漠然と した恐れを含む情

緒の状態｣ で あると定義 して い る ｡ 育児不安は, 乳幼児

を抱え る母親カミ感じる育児に関する ス ト レ ス と い える｡

ま た牧野は, 育児不安の程度 に関連する大きな要因とし

て
, 1 つ は夫婦関係で あり , 他の 1 つ は母親の社会的な

人間関係の あり方で あると述 べ て い る｡

育児 ス ト レ ス と サ ポ
ー

トと の 関連を見た研究と して ,

田中 (19 9 4) は , 重要な サ ポ
ー

ト源 で あるとされる夫と,

家庭外の サ ポ
ー ト源が育児 ス ト レ ス に ど れ ほ ど の効果が

ある の か に つ い て , 蓄積的疲労徴候, 育児不安, 夫 と の

親密度, 家庭外の ソ ー シ ャ ル
･ サ ポ ー ト

, 仕事 の状態,

夫の 妻 へ の 理解度を調査する こと に よ っ て 検討して い る｡

そ の結果, 家庭外の ソ ー シ ャ ル
･ サ ポ ー

ト お よび夫の 理

解度が育児不安を予測する上で 重要な変数に なりうる こ

とを示し て い る｡

本研究で は, 乳幼児をも っ 母親を対象に し て , 母親 の

育児不安や育児 ス ト レ ス の 内容 ･ 程度を探り, そ れ に 関

連する要因を検討する｡ ま た , 母親 の子育て ネ ッ ト ワ ー

ク に つ い て注目し, 母親が子育て に関し て どの よ うなネ ッ

ト ワ
ー

ク をも っ て い る の か把握する ことと; そ れが ソ
ー

シ ャ ル
･

サ ポ
ー

ト と し て有効な の か調査 し, 検討する こ

とを目的とする ｡

調 査 Ⅰ

目 的

母親と の イ ン タ ビ ュ ー を通 して , 乳幼児をも っ母親が

育児に対し て ど の ような感情を持 っ て い る の か, 育児 に

対する不安や ス ト レ ス が あればそ の 内容や対処方法, 覗

在望ん で い る サ ポ ー

ト に つ い て
, 面接調査を行い検討す

る｡

次 に母親の育児不安感情とそれ に関連する要因, 母親

の社会的活動, 母親 の人間関係の 広さ , 母親が育児を行

う際に頼り にする人間に つ い て
,
ア ン ケ

ー

ト調査を行い

検討する ｡

方 法

被験者 富山市内の親子サ
ー ク ル に参加した 6 名 の母親

に面接調査, 16 名 の母額に質問紙調査を行 っ た｡

調査時期 面接調査は平成1 3年3 月.

質問紙調査 は平成1 3年5 月｡

手続き 面接調査の 内容は, 次 の 通り で ある｡

(む母親の 年齢, 子 ども の 年齢 ･ 性別, 家族構成

②母親の就労の有無 , 将来の就労の 希望

③育児に対する気持ちに つ い て

④育児の 不安や悩みに つ い て

⑤それ を解消する方法に つ い て

⑥育児に お い て サ ポ ー

ト して もら い た い こ と
,
あ っ た ら

助か っ た と思う こと に つ い て

こ の イ ン タ ビ ュ ー

で は, 被面接者の回答を聞きなが ら,

さ ら に詳しく質問を追加すると いう形で面接を進めた｡

質問紙調査の 内容は , 次の通り であ る｡

① フ ェ イ ス 項目と して 母親の年齢, 家族構成, 居住形
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態, 居住年数, 転居経験, 子 ども の 年齢
･ 性別

②家事以外の活動の有無と内容

③牧野 (1 98 2) の 研究を参考に し て作成した母親の 育児

不安に関する22 項目

④加藤 ･ 石井 ･ 牧野 ･ 土屋 (19 98) の 研究を参考 に し て

作成した父親の育児サ ポ
ー

ト に関する1 0 項目

⑤ふ だ ん世間話をする人の 人数, 子 どもを預け合う人の

人数, 家族ぐるみ の付き合い の ある人の おおまかな軒

数に つ い て ､

⑥病気の 時や由事があ る時など に子どもを預ける人, 千

どもの こと で 悩ん で い る
J
とき相談する人に つ い て ( 何

人で も)

⑦育児に つ い て 気 に な っ て い る こ と , 因 っ て い る こ と に

つ い て の自由亭己述

結果と考察

1 ) 面接調査の結果と考察

面接調査に よ っ て 得られた結果は次の通り で ある｡

母親 の年齢時33 歳
- 38 歳 ( 平均年齢は , 35 13 歳) ｡ 全員

が核家族で ,
3 歳以下の 子どもをも っ て い る｡ 子 ども の

人数は, 平均1 .8 人 ｡ 6 名の うち 5 名が専業主婦, 1 名

が パ ー

ト タ イ ム 勤務の 仕事をし て い る｡ 育児はまあまあ

楽し い と全員が述 べ たが , 育児 に対 して 少なか らず不満

をも っ て い た｡ 6 名 の 中で , 県外か ら転居して き た母親

が 3 名おり, 内2 名が転居して きた当時, 環境 の変化に

よ っ て育児に対する不安やス ト レ ス が強く な っ た と述 べ

た｡ 以下 に , そ の 2 名 の事例を示す｡

事例① 3 3 才専業主婦 4 人家族 (本人
･ 配偶者 ･

5 才 3 ヶ 月女児 ･ 3 才 1 ヶ 月女児) 約2 年前 に他県か ら

転居｡ 転居前は公園や児童館な ど に行 っ て たくさん の 子

ども達と遊ばせ るこ とが多か っ たo 同 じ年齢の 子どもを

持 っ 母親が身近に たく さ ん おり子育て の 愚痴や情報を言

い合う こ とが で きた｡ し か し, 転居して き たばか りの 頃

公園など に子どもの姿はなく , 児童館が主催する頼子サ
ー

ク ル に申し込もうとしたが年度途中なの で断られて しま っ

た｡ 他の 母親と の会話が全くなくと て も寂しか っ た｡ 子

どもは同じ年齢の子どもと遊ぶ機会が少なく なり母親と

だけ で過ごす時間が大変多くな っ た｡ そ の ため母親自身

が疲れて余裕が なくなり子どもを怒る ことが多く な っ た｡

月 日が経 つ に つ れ誰も自分を認めて くれな いと いうや り

きれ なさを感じる よ う に な っ た｡ 現在は, 託児付きの エ

ア ロ ビ ク ス 教室に通 っ て い るが これが良い気分転換に な っ

て お り, 子 どもも少しず っ 母親から離れられるよう にな っ

て き た｡ 転居し て きた当時, どん な こ と で も よ い か ら子

育て に関する情報が あ っ た ら良か っ た の に と思う ｡

事例② 36 才専業主婦 4 人家族 (本人
･ 配偶者 ･ 7

才女児 3 才 2 ヶ 月女児) 約 2 年半前 に他県か ら転居｡

転居前は暖か い地方に住ん で おり冬で も外に散歩に出か

ける ことが多か っ た｡ 転居 は秋か ら冬にか けて の時期で

大変寒く外 へ 出られず知り合い も い な い の が っ ら か っ た｡

子 どもが歩き始めた の が遅くそれも心配で あ っ た｡ 今 で

も子どもが母親となかなか離れ られ な い こ とが気に な っ

て い る｡ 幸 い 夫が よく.
相談に乗 っ て くれた｡ ま た, 子 ど

もを連れ て ど
-

チ バ レ
ー サ ー グ ル に行き始めた の で , ス

ト レ ス 解消が で き た｡ 買 い物 に 出か けるときなどち ょ っ

と した用事があ る時誰か子どもを見てく れた らと思う こ

とがあ る｡

面接調査にお ける考察は次の通り で ある｡

5 名の 専業主婦全員が, 現在は働い て い な い , も し く

は働けな いが , 将来的に は働きた い と述 べ て い た｡ 理由

として は
,
こ れ からお金が必要となる の で 経済的な面で

働か なければ い けな い と い う人や子 どもが大きくな っ て

い く と自分の 時間がで きる の で 自分の ため に なるような

仕事があれば働きた い と い う人, 子 どもと少し でも離れ

た い の で働きた い と い っ た人な ど理由は様々 で あ っ た｡

パ ー

ト タイ ム 勤務の仕事に従事 して い る1 名は これか ら

も こ の 仕事を続けた い と述 べ た｡ 子 どもと離れ て い る時

間があると大変リ フ レ ッ シ ュ で き, 仕事終了後, 子 ども

に会うと余計に可愛さが増すか らと い う理 由か らだ っ た｡

こ の 人は, 子 どもが い て も働くと い う ことをと て も肯定

的に考え て い る人 であ っ た｡

転居と い う環境の変化が母親に と っ て 育児状況を悪化

させ る こともあると い う こともわか っ た ｡ も し, 転居が

プ ラ ス に働 けば, 上記 の ような事例は起こ らなか っ た で

あろう｡ 上記 の事例で は, 子 どもの 数が少なく子どもが

外で遊ん で い な い と い う地域性や身近に相談で きる相手

が激減した ことが , 母親に と っ て か なり つ ら いもの に な っ

た と思われる｡ 子 ども に関する発達も育児不安を増大さ

せ た要因の
一

つ だ ろう ｡ 結果的に は こ の 母親達の 場合は

夫の サ ポ
ー

ト や母親自身の ス ト レ ス 対処 で , 悩みを緩和

する ことが で きたが , 仕方が な いと あきらめ て我慢し続

けると虐待や引き こもり など に至る場合もあると考え ら

れる｡ こ の こ とか ら, 育児 に悩む母親を いか に早め に サ

ポ ー

ト するかが課題とな っ て く るだ ろう ｡

2 ) 質問紙調査の結果と考察

質問紙調査に よ っ て得られた結果は次の通りで あ る｡

① フ ェ イ ス 項目に つ い て

母親の年齢 は, 2 9歳 - 3 8歳 (平均年齢は, 33 .2 歳) ｡

家族構成 は,- 核家族1 2 名, 拡大家族 4 名｡

居住形態 は,
一

戸建 て住宅1 1 名, 集合住宅 5 名｡

居住年数 は, 平均5 .7 年 (0 .5 年 - 30 年) 0

転居経験 は, 0 回が 8 名, 1 回が 4 名, 2 回が 4 名｡

子 ども の数は, 1 人が 6. 名, 2 人が10 名 ( 平均1 .6 人) 0

②家事以外の活動に つ い て

活動ありが 8 名, 活動な しが 8 名｡

活動内容 は, パ
ー

トタ イ ム 勤務の 仕事 1 名, 自営業の

仕事 1 名, 地域活動3 名, 趣味教養 5 名, そ の他 2 名

( 複数回答)

③母親の育児不安に つ い て

育児不安測定2 2 項目 に つ い て , ｢ よくある｣ を 4 点,
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母親の育児不安と ソ
ー シ ャ ル

･ サ ポ
ー

ト

｢ 時 々 ある｣ を3 点, ｢ ほ と ん どな い｣ を2 点, ｢ 全くな

い｣ を1 点とし て 得点化 した｡ 最高点69 点 , 最低点46

点 , 平均点5 6 .6 点 (S D - 6 .5 4) で あ っ た｡

④父親の育児サ ポ
ー

ト に つ い て

育児サ ポ
ー

ト10 項目 に つ い て ,
｢ い っ も し て い る｣ を

4 点, ｢ 時 々 して い る｣ を3 点, ｢ あ ま り して い な い｣

を 2 点, ｢ は と ん ど して い な い｣ を 1 点と し て 得点化

した ｡ 最高点 は4 0 点, 最低点は1 8 点, 平均点 は2 9 .5 点

(S D - 6 .2 3) で あ っ た｡

⑤世間話をする人に つ い て

｢ た くさん い る｣ が 1 名, ｢ 数人 い る｣ が.6 名, ｢ 1
-

/ 2 人 い る｣ が 5 名 ,
｢ い な い｣ が 2 名, 無回答 2 名 で

あ っ た ｡

子 どもを預け合う人に つ い て

｢ 1 - 2 人 い る｣ が 4 名, ｢ い な い｣ が1 1 名, 無回答が

1 名で あ っ た｡

子 どもを含めた家族ぐるみ の付き合い に つ い て

｢ た ま に ある｣ が 3 名, ｢ あ ま りな い｣ が 7 名, ｢ 全く

な い｣ が 5 名, 無回答が 1 名 で あ っ た ｡

⑥病気や用事など の ときの預け先に つ い て

｢ 夫｣ が 6 名 , ｢ 実父母｣ が1 3 名, ｢ 義父母｣ が 7 名,

｢ 親以外の親族｣ ( 姉妹な ど) が 5 名 ,
｢ 保育園｣ が 1

名, ｢ ベ ビ
ー シ ッ ク

-

｣ が 1 名 で あ っ た. ( 複数回答)

子どもの こ と で相談する人に つ い て

｢ 友人や サ ー ク ル の仲間｣ が13 名, ｢ 夫｣ が1 0 名, ｢ 実

父母｣ が 8 名, ｢ 義父母｣ が 3 名 ,
｢ 親以外の 親族｣

( 姉妹など) が 4 名 ,
｢ 幼稚園の先生｣ が 1 名, ｢ 誰 も

い な い｣ が 1 名 で あ っ た｡

⑦育児に つ い て気 に な っ て い る こ と , 困 っ て い る こ と に

つ い て

姉妹の け ん か , 親 の と りあ い , 2 歳 の子 の おむ っ が な

かなかとれな い , 赤 ち ゃ ん が生まれ て から赤ち ゃ ん 返

･ り をする , 双子の 育 て方が難し い な どで あ っ た o

育児不安 に関連する要因を探るため に , 次 の 5 つ の関

連 に つ い て x
2
検定を行 っ た｡

･

育児不安と家事以外の活動に つ い て の 関連

･

育児不安と夫の育児サ ポ
ー

ト に つ い て の 関連

･ 育児不安と世間話をする人の数と の 関連

･

育児不安と子 どもを預 け合う人の 数と の関連

･

育児不安と家族 ぐるみ の 付き合い に つ い て の 関連

結果は育児不安と世間話をする人の数に つ い て の み有

意で あ っ た｡ ( x
2

- 4
.67 .
5 % 水準 で有意)

質問紙調査の 考察 は次の 通り で ある｡

育児不安に 関連する要因で あるが ,
こ こ で は世間話を

する人の数に つ い て 関連が ある こ とがわか っ た ｡ こ の 結

果は, 田中の先行研究に あるよう に近隣や地域社会の人々

な ど
, 家庭外の ソ

ー シ ャ ル
･ サ ポ

ー

ト が育児不安の 低減

に重要な役割を果たし て い ると い う見解を裏付けるも の

とな っ た｡ ま た, 牧野
･ 中西の 研究 (1 98 5) に お い て ,

父親の 家事育児参加は間接的に育児不安に 影響を与えて

い るとし て い るが ,
こ の調李で は夫の 育児サ ポ

ー

ト に つ

い て はうまく グ ル
ー プ分けする ことが で きず育児不安と

の関連を検証するこ とは で きなか っ た｡ 育児不安と夫と

の育児サ ポ
ー ト の 関連に つ い て は, 今後はさら に人数を

増やし て調査する必要が ある｡

病気や用事が ある時, 誰 に子 どもを預けるかと い う質

問で は, 実父母と答えた人が1 6 名中13 名 で あ っ た｡ 現代

の育児で は母親の 両親に大きく支えられ て い る こ とが分

か っ た｡ ま た, 次 に は義父母
･ 夫 ･ 親 以外 の親族(姉妹

な ど) と い う答えが続き , 身内 で育児を支え て い る と い

う実態がうかがえ た｡

子 どもの こ と で悩ん で い ると き誰に相談するか と い う

質問で は , 友人や サ
ー ク ル な ど の仲間と答えた人が16 名

中1 3 名で あり , 続 い て1 0 名が夫 に , 8 名 が実父母に相談

する (複数回答) と答えた ｡ 誰 も い な い と答え た者も1

名 い た｡

こ の こ とか ら子どもを預 けると い う こと は親族を頼り

に し
, 子 どもの こ と に つ い て 相談す ると い う こ とは家庭

外に 求め て い ると い う ことが いえ た｡ ま た , 相談する人

の 中に夫が入 っ て い な い人が1 6 名中6 名 (37 ･5 % ) も お

り , 母親が父親を重要な精神的支えとし て い な い場合も

多い に ありう ると い う ことが推測された｡

調 査 Ⅱ

目 的

育児不安に関連する要因をさ らに詳しく検討する こと,

そ し て母親の人間関係の 広さ に つ い て 把握するこ と, 千

どもを預けたり, 相談したりする ことが で きるネ ッ ト ワ
ー

ク に つ い て調査する こ とを目的とする｡ ま た, 調査Ⅰ よ

りもさら に サ ン プ ル の数を増や し調査を行う｡

方 法

被験者 富山市内の公立幼稚園に在籍する 3 歳児ク ラ

ス の母親3 7 名｡

調査時期 平成13 年 7 月 ｡

手続き 質問紙調査を実施した｡ 幼稚園の担任教諭を

通 じて 質問紙を配布 ･ 回収した｡ 配布41 名 に対 して 回収

3 7 名 ( 回収率90 .2 % ) で あ っ た｡

質問紙の構成

① フ ェ イ ス 項目と して , 母親 の年齢, 父親 の 年齢, 家琴

人数, 家族構成 , 居住形態, 居住年数 , 転居経験, 千

ども の人数, 子 どもの 年齢
･ 性別

②家事以外の普段の 活動の有無とそ の 内容

③調査 Ⅰ で作成した育児不安に 関する2 2 項目

④調査 Ⅰ で 作成した父親の育児サ ポ
ー ト に関する1 0項目

⑤近所の 人や友人で ふ だ ん世間話をする人数, ふ だ ん 子

どもを預 け合う人数, 家族 ぐるみ の付き合い を して い

る軒数 , 気'L ､ の 知 れた人の 数, JL ､ の 支 え に な っ て い る

人 の 数

⑥病気や用事, 自由な時間が欲しい とき子 どもを預ける

- 47
-



人 に つ い て ( 4 人 ま で) , 子 どもの こ と で 悩ん で い る

とき に 相談する人に つ い て ( 5 人 ま で)

結 果

調査 Ⅱ の 結果は次の通り で ある ｡

(D フ ェ イ ス 項目 に つ い て

母親の年齢は, 27 歳 - 4 0歳 ( 平均年齢は, 32 .4歳) 0

父親 の年齢は, 2 8 歳 - 4 3歳 ( 平均年齢は, 35 .0歳) 0

家族人数 は, 平均4 ..6 人｡

家族構成 は, 核家族23 名, 拡大家族1 4 名｡

居住形態は, 一 戸建 て住宅3 1 名, 集合住宅 6 名｡

居住年数は , 平均5 .4 年 ( 2 ヶ 月 - 3 4年 ま で) 0

転居経験 は, 0 回が2 4名, 1 回が 9 名, 2 回が 3 名,

無回答が 1 名｡

子 どもの 人数は, 1 人 が11 名, 2 人が1 9 名 3 人が 7

名 ( 平均1 .9 人) ｡

②家事以外の 普段の活動に つ い て

活動ありが2 8 名, 活動な しが 9 名｡

活動内容 は
,
フ ル タイ ム勤務の 仕事 2 名, パ ー ト タ イ

ム 勤務の 仕事 8 名, 自営業の 仕事 6 名, 内職 6 名, ア

ル バ イ ト 2 名, 趣味 8 名, P T A 活動 6 名, サ ー

ク ル

活動 3 名, ( 複数回答) 0

③母親の育児不安に つ い て

最高点6 3 点 最低点3 7点 平均点50 .0点 (S D - 7 .0 3) 0

④父親 の 育児サ ポ
ー

ト に つ い て

最高点4 0 点 最低点2 4点 平均点31 .5 点 (S D - 3 .9 3) ｡

⑤世間話をする人数に つ い て

平均6 .3 人 ( 最低 0 人 最高20 人) 0

預 け合 い をする人数に つ い て

平均1 .7 人 ( 最低 0 人 最高1 0 人) 0

家族ぐるみ の付き合い の軒数に つ い て

平均1 .7 軒 ( 最低 0 軒 最高6 軒) 0

気心 の知れた人の 数に つ い て

平均4 .5 人 ( 最低 0 人 最高1 5 人) 0

JL ､ の 支 え に な っ て い る人の 数 に つ い て

平均4 .2 人 ( 最低0 人 最高15 人) 0

⑥病気の 時子どもを預か っ て もらえ る人数に つ い て

平均2 .6 人 ( 最低1 人 最高 4 人) 0

用事がある時子どもを預か っ て も らえ る人数に つ い て

平均2 .6 人( 最低 1 人 最高4 人) 0

自由な時間が欲しい時子 どもを預か っ て もらえる人数

に つ い て

平均1 .9 人( 最低 0 人 最高 4 人) ｡

子 どもの こ と で 相談する人数に つ い て

平均4 .0 人(最低2 人 最高 5 人) 0

考 察

育児不安に 関する2 2 項目 の デ
ー

タ に つ い て 主成分分析

(V a ri m a x 回転) を行 っ た ｡ そ の結果 7 つ の主成分が抽

出され た｡ そ れ を T a ble l に 示す｡

第 1 主成分は, 1 9 ｢ 子 ども に かまけ て ばかり で
, 自分

の 能力や意欲巻い か し て い ると い う充実感が な い｣ , 1 8

｢ 子 どもとばか り い て , 孤立 した感 じがする｣ 1 3 ｢ 子 ど

もを育て るため に がまんばかり し て い ると思う｣ な ど の

6 項目 で ｢ 抑う つ｣ と命名した｡ 第 2 主成分は, 21 ｢ 子

ども に対 し て衝動的に手を あげる ことがある｣ 20 ｢ 子 ど

も に対 して 大声で どなる ことが ある｣ 5 ｢ 子 どもが わず

らわ､しく てイ ライ ラし て しまう｣ な ど の 5 項目 で ｢ 不機

嫌 ･ 怒 り｣ と命名した｡ 第 3 主成分は, 1 2 ｢ 毎月毎日同

じ こ と の繰り返ししか して い な い と思う｣ な ど の 3 項目

で｢ 毎日 の繰り返し｣ と命名 した ｡ 第 4 主成分は, 15 ｢ 子

育 てが楽しく毎日が充実して いる｣ な ど の 3 項目 で ｢ 充

実感 ･ 爽快感｣ と命名した ｡ 第 5 主成分は, 7 ｢ 子 ども

の こ と で どうしたらよ い かわか らなく なる｣ な ど の 2 項

目 で ｢ 子どもに つ い て の不安｣ と命名した｡ 第 6 主成分

は, 4 ｢ 生活 の 中 に ゆとり を感 じる (逆転項目)｣ な ど

の 2 項目 で ｢ ゆ とり の なさ｣ と命名した｡ 第 7 主成分は

｢子 どもを 1 人 にする こ と｣ と命名した｡

次に育児不安の主成分とど の ような ソ
ー

シ ャ ル
･

サ ポ
ー

ト に つ い て相関が あるかを調 べ る ため に , 7 つ の 主成分

それぞれと
, 世間話をする人数, 子 どもを預け合う人数,

家族ぐるみ の付き合い をし て い る軒数, 気'L ､ の 知 れた人

数, 心 の支えとなる人数, 病気の 時預か っ て も らえる人

敬, 用事がある時預か っ て もらえ る人数, 自由な時間が

欲しい時預か~ ち て もらえる人数 , 夫 の育児サ ボ - ト得点

に つ い て の相関係数を求めた (T a bl e 2) 0

第 3 主成分 ｢毎 日の 操り返し｣ と , ｢ 世間話をする人

数｣ および ｢気JL ､ の 知れ た人数｣ ｢ 心 の支え となる人数｣

の問 に ,
0 .5 % 水準 で負 の 有意な相関が見られ た｡ 第 5

主成分 ｢ 子ども に つ い て の不安｣ と , ｢ 心 の支えとなる

人数｣ お よび ｢夫 の 育児サ ポ ー ト｣ と の 問 に0 ,5 % 水準

で有意な負の相関が得られ た｡
一

方 , 第 6 主成分 ｢ ゆと

り の なさ｣ と , ｢ 病気 の 時預か っ て もらえる人数｣ およ

び ｢ 自由な時間が欲しい時預か っ て も らえる人数｣ と の

問に , 0 .5 % 水準 で正 の有意な相関が見られた｡

菅原 (1 9 97) は , 現代 の 若 い母親の 中に子 どもが で き

たため に 自分の やりた い こ とが で きず
,
う まく生きられ

な い こ と に よる焦りやイ ラ イ ラが生じ強い ス ト レ ス に な っ

て い る ｢ 生活不満層｣ の母親が い る こ とを報告して いる｡

単純な毎日 の生活の不満を
,
日常の 何気な い会話で 吐き

出せ る相手が少ない人は ど育児に 対する ス ト レ ス が高ま

る の で あろう｡ こ の よ うな人は, 気｣L ､ の 知れた何で も話

せる人や何か あれ ば本当に頼り に で きる心の 支えとなる

人の 数も少ない傾向に あり, そ の ような人の 存在が重要

となるだ ろう ｡ ま た, 自分 の不満を話せる ネ ッ ト ワ
ー

ク

が必要で あると いえ る｡

子 ども に つ い て の不安が高い人は , 心 の 支えとな っ て

くれる人が少な い傾向に あり, 夫 の 育児サ ポ
ー

トも少な

い と い う ことがわか る｡ こ の こ とか ら, 夫が い て も母親

自身が自分
一 人で 子どもを育て て い ると い う気持ちが強

い の で はな い かと推測され る｡

一

方 , 母親 に ゆとりが な い は ど, 病気 の 時預か っ て も
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母親の育児不安と ソ
ー

シ ャ ル
･ サ ポ

ー

ト

T a ble l 育児不安の 主成分分析結果 (V a ri m a x 回転後)

0 . 項目の 内容 成分1 成分2 成分3 成分 4 成分5 成分6 成分 7 共通性

19
子 ども にか まけ て ばかり で , 自分の 能力や意

欲を いか して い ると い う充実感がな い

:
:
:
i
:.ゝ:.二J.
:

:: 圭

.
立:I.
: : :
卜o .o o4 -0 .0 06 0 .00 4 -0 .1 47

- 0 .l O 7 0 .1 1 0 0 .β17

18 子 どもとばか り い て , 孤立した感じがする -0 .0 08 -0 .0 00 0 .00 7 0 .1 51 0 .00 4 -0 .00 2 q .7 65

13
子 どもを育て るため に がまんばかり して い る

と思う
0 _1 77 d .o o3 -0 .00 2 0 .Q O4

- 0 _00 8 ･0 .43 2 0 .7 06

10
自分

一 人で 子どもを育て て い る の だと い う圧

迫感を感じて しまう
0 .2 73 0 .0 00 0 .1 8 9 0 .3 86 0 .00 0 - 0 .14 2 0 .7 1 1

1 6 子 どもが足手ま と い に感じられる 0 .3 70 0 .4 34 0 .11 6 0 .1 83 0 .0 0 5 - 0 .00 5 0 .7 89

1 4 子 どもは好き で はな い と思う 0 .2 9 7 0 .2 58 0 .1 1 4 0 _2 85 0 .2 9 4 - 0 .12 7 0 .6 75

2 1
子 どもに対 して 衝動的に手をあげる ことがあ

る
0 .1 96 0 .2 08 -0 .2 0 7 -0 .00 4 -0 .0 03 0 .12 2 0 .8 62

2 0 子 どもに対 して 大声で 怒る こ とが ある
- 0 .2 96 - 0 .10 8 -0 .0 08 -0 .00 2 0 .1 75 0 .00 4 0 ,? 02

3 考 え ごとがお つ く う で い や に なる 0 .5 04 - 0 .00 3 0 ,
1 37 0 .1 2 7 -0 .0 03 0 .1 9 1 0 .71 5

8 子 どもは結構
一

人で育 つ て いくもの だと思う
*

-0 .1 78 0 .00 4 -0 .1 56 -0 .00 4 0 .1 72 0 .31 3 0 .5 43

5 子 どもがわずらわ しく て イ ラ イ ラ し て しまう 0 ,3 76 0 .23 4 -0 .0 0 1 0 .
2 5 4

-

0 .00 5 -0 .48 7 0 .7 49

1 7 子 どもはと て もかわ い い と思う
*

0 .0 08 0 .0 00 0 .0 03 0 .00 8 0 .00 9 - 0 .l l
.
5 0 .70 3

2 2
自分 の子どもと他人の 子どもを比較して気に

なる こ とが ある
0 .32 4 0 .1 12

:. :.I. i-:r:
:pて.:.ン. :
:...

-0 .52 6 0 .2 01 - 0 .00 2 -0 .1 20 0 .74 9

12
毎 日毎日, 同 じ こ と の繰り返 ししか し て い な

い と思う
0 .35 0 0 .3 22 -0 .00 3 -0 .3 19 -0 .42 6 -0 .0 09 0 .78 9

15 子育 てが楽しく毎日が充実 して い る
*

0 .21 1 0 .0 08 0 .1 36 0 .15 0 0 .1 1 7 0 .1 49 0 .77 7

2 朝, め ざ めが さわやか で ある
*

0 .18 2 ■ 0 .0 08 -0 .3 29 -0 .15 8 -0 .0 0 8 0 .1 68 0 .64 4

ll
育児 に よ つ て自分が成長して い ると感じられ

る
*

0 .00 1 -0 .1 88 0 .1 52 0 .10 4 -0 .0 05 -0 .2 75 0 .5 51

7
子 ども の こ と で どうしたらよ い かわか らなく

なる
0 .21 7 0 .0 01 - 0 .1 1 3 -0 .00 3 -0 .0 0 5 -0 .0 02 0 .72 8

6 自分は子どもをうまく育て て い ると思う
* 0 -

_
00 1 0 .0 03 0 .48 3 0 .0 08 0 ,1 5 8 0 .2 41 0 .81 8

4 生活 の 中に ゆとりを感じる
* 0 .1 70 0 .2 2 1 -0 .00 3 0 .0 04 0 .1 72 -0 .1 31 O .73 9

1 毎 日くたくた に疲れる d .12 3 0 .1 90 -0 .14 7 0 .0 03 0 .1 4 5 0 .0 02 0 .644

9
子 どもをお い て外出するの は心配で仕方がな

い
0 .1 63 0 .0 02 -0 .00 5 0 ,0 0 7 0 .1 1 0 ⊥ 0 .15 2 0 .74 0

固 有 値 4
.
11 4 2 .9 65 2 .01 8 1 .957 1 .84 9 1 .60 0 1 .5 32

寄 与 率 18 ,70 1 3 ,47 9 .1 7 8 .80 8 .4 0 7 .2 7 6 .96 (7 2 .80)

*

は逆転項目

T a ble 2 育児不安の 主成分とソ
-

シ ャ ル
･ サ ポ ー トの相関係数

抑う つ 不機嫌 毎日 充実感 子ど車 ゆ とら 1 人 に

世間話人数 -0 .1 32 0 .0 12 -0 .3 51
*

-0 .0 76
- o .20 2 -0 .1 7 7 0 .23 6

預 け合 い人数 -0 .l 47 0 ,0 1 4
⊥
0 .
2 80 -0 .1 23 - 0 .14 9 0 .3 07 o .1

■
1 7

家族軒数 0 .0 73 -0 .
1 6 3 -0 .1 2 7 0 .0 86 -0 .1 46 0 .2 3 0 .38 8

気｣L ､人数 0 .0 01 -0 .1 0 3 -0 .3 51
*

0 .1 32 -0 .29 5 ､0 ,1 26 0 .15 3

支え人数 ･ 0 .0 58 -0 .1 5 0 -0 .3 46
*

0 .0 42 - 0 .33 2
*

0 .1 86 0 .
23 9

病気 の とき 0 .0 93 I -0 .05 5 - 0 .3 25 -0 .1 35 - 0 .
■19 3 0 .4 43

* 0 .2 5 9

用事が あるとき 0 .0 45 -0 .08 5 I -0 ー2 7 4 -0 .0 58 -0 .01 1 0 .2 87 0 .2 2 4

自由が欲し い とき 0 .1 46 -0 .1 9 2 -0 .1 31 0 .0 98 0 .02 7 0 .4 79
*

-0 .2 7 7

夫 の育児サ ポ
ー

ト -0 .2 12 -0 .00 4 -0 .2 12 -0 .2 24 -0 .33 5
*

-0 .1 87 0 .1 5 9

*

p < 0 .0 5
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らえる人数や自由が欲しい 時預か っ て も らえる人数が多

い と い う予想に 反した結果が 出た｡ 猪野 ･ 久野 ･ 松本

(1 9 95) に よ れ ば , 母親 の ｢ ゆ と り｣ は, 育児 に携わ っ

て い る母親自身が自分を大事 にする時間やもの をも っ て

い る こ と
, 性格ある い は生き方が大きく関わ っ て お り ,

夫 が妻 の そう した生き方を肯定し認めて い る ことが大き

く関係 して い ると い う｡ さ ら に今後は, 妻 から見た夫の

育児行動 ･ 意識と の 関連に つ い て も調査を進めて い きた

い ｡

こ の調査で は主成分分析に おい て 7 つ の主成分を抽出

したが, 今後, 育児不安に 関する項目を見直して抽出す

る成分を検討して いく ことが課題 で ある｡ ま た, デ
ー タ

の数が少 なく因子が安定 しな い の で , も っ と デ
ー タ の 数

を増や して 本調査を行い , 母親の 育児不安に 関連する要

因を詳 しく探り, 母親を支え る ソ
-

シ ャ ル
･ サ ポ

ー

ト に

つ い て 検討し て い きた い ｡

付 記

本研究 の
一

部 は , 日本教育心 理 学会 第43 回総会

(20 01 年9月) に て 発表した ｡
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